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川崎市では、６月１５日より感染拡大防止に努めつつ通常登校が行われています。各学

校と学級では、少しずつ子ども達の主体的な学び、自主的な活動が行えるようになってき

ました。そして、川崎市教育委員会は６月２３日に学校再開後のガイドラインを更新しま

した。これによると、７月初旬より異学年交流活動（委員会、クラブ 等）が行えるよう

になりました。また、特別教室の使用についても解除されており、学校図書館の使用も可

能となっています。これらのことから、学校が以前のような落ち着きを取り戻しつつある

と感じます。一方で、今後危惧される第２波により、改めて学校休業があった場合の学習

に対する不安の声もあります。 

そこで、川崎市小学校特別活動研究会は、主体的な学習と異学年交流に関することの資

料を作成しました。各学校、学級でご活用いただければと思います。本資料が、子どもた

ちの「学びの保障」に寄与できたら幸いです。 

 

 

 学級活動（２）と（３）の適切な指導により、子ども達は「自己指導能力（自分をよりよ

くしていく力）」を高めていきます。特に、臨時休業が続いたことにより、改めて「学ぶ」

ということに関心が集まっていることから、学級活動（３）「一人一人のキャリア形成と自

己実現」のウ「主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用」の指導は大切です。また、

今後予想される第２波への対策としても、今、主体的な学習態度の形成に関する指導を行

うことは重要だと考えられます。 

○「学級活動（３）実践事例集」の活用 

  ２０１８年度に作成、２０１９年の春に各校１冊配付した「学級活動（３）実践事例

集」には、主体的な学習態度の形成に関する指導案が掲載されています。ぜひご参考に

していただければと思います。なお、今回はすぐに活用できるよう PDF 版で下記の資

料もお送りします。各学級での指導に役立てていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 できる「特別活動」の実践紹介 
【主体的な学習】と【異学年交流】 

①主体的な学習 

３年「学しゅうパワーアップ大作せん PART1」 ６年「どうして学習するのかな」 



 

○「キャリア在り方生き方ノート」の活用 

  小学１年生から高校３年生までの１２年間をつなぐ５冊の「キャリア在り方生き方ノ

ート」には、各学年に応じた主体的な学習態度の形成に関係するページがあります。こ

れを活用することも考えられます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 
 主体的な学習態度の形成
は、実践とその振り返りを繰
り返すことにより、少しずつ
身に付きます。低学年のうち
は、自ら学習する楽しさを味
わうことを大切にし、中学年
からは計画的に学習すること
を大切にしていきましょう。
計画も１週間程度から少しず
つ期間を伸ばしていくことが
考えられます。第２波に備え
ることを考えると、早い段階
で主体的に学習する態度を育
てていくことを意識すること
が大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

これまで行ってきた異学年交流（委員会活動やクラブ活動など）の内容を改めて考え直

し、「今、できること」「今、必要としていること」を行うことが大切です。以下にいくつ

かのアイディアを掲載するので、各校で活動する際の参考にていただければと思います。 

〇委員会活動 

委員会名 活動例 備考 

計画 

・１年生をむかえる会の計画と運営 

・今だからこそできる全校の活動を考えて

いく。 

（例 エアハイタッチあいさつ運動） 

・出し物は動画にする。 

 

 

・USJ などをイメージ 

保健 
・手洗いに関する動画を作成したり、ポスタ

ーを作って掲示したりする。 

・禁止を呼び掛けず、「〜し

よう」と呼び掛ける。 

図書 

・読み聞かせを動画で撮影し、校内放送やＴ

Ｖ朝会等で放映する。 

・校内放送を使った本の紹介 

・読書貯金表をつくり、各クラスに配り、読

書を広める。 

・給食時間に放映すること

も考えられる。 

運動 

スポーツ 

・座ってできるストレッチを考え、動画撮影

をし、各学級で行えるようにする。 

・フィジカルディスタンスを意識したキラ

キラタイムの提案をする。 

・朝や休み時間に放映する

ことも考えられる。 

集会 ・リモート集会の実施（生放送で全校集会） ・各教室で参加する。 

給食 
・給食だよりの内容の一部を、子ども達で考

える。 

 

掲示 
・季節に合った掲示物や感染予防について

まとめたものを掲示する。 

 

放送 ・昼の放送で曲を流す。 ・落ち着いた曲を選ぶ。 

音楽 

・中休みに少人数でコンサートを行う。 

（ＴＶで生放送をし、各教室で鑑賞） 

・校歌の手話録画し、全校で視聴する。 

・音楽クイズ 

（例 ピアノの左手パート＋打楽器パート

を流して、曲を当てる。） 

・打楽器、弦楽器などで構成 

 

 

・事前に録画しておき、校内

放送等を活用してクイズ

を出す。 

新聞 
・各クラスから今週のよかったことを募集

し、新聞にまとめていく。 

 

代表委員

会 

代表委員会の様子を生中継する。 ・代表委員会をもっと身近

に感じてもらう。 

②異学年交流 



 

〇クラブ活動 

クラブ名 活動例 備考 

バスケ 

・１分間シュートチャレンジ（グループ

でゴールまで距離別１列に並び、全員が

その場所からシュートする。１分で全員

ゴールを目指す。） 

・１分間の曲を用意してお

くと盛り上がる。 

ダンス 

・少人数グループでのダンスコンテス

トを開催し、動画で流す 

・その場でできる振り付けをテレビ放

送で流す。 

・感想箱を設置し、感想を

書いてもらう。 

バドミントン 
・羽根を何回トスできるか勝負する。 

・的あて。 

・ミニゲームを考える。 

野球 

・プロ野球名場面クイズ 

・プロ野球実況中継&解説 

・次の投球予想 

 

・選手のマネをしたクイズ 

・録画しておいたものを消

音にし、自分なりの解説

や予想をし合う。 

陸上 
・ハードル走や短距離走を行う。 

・幅跳び、高跳びを行う。 

 

サッカー 
・サッカークイズ大会とクラブメンバ

ーで行う。 

 

調理 

・究極のメニュー大会 

 

 

・一生に一回は食べてみた

い壮大な食事を絵に描い

て発表し合う。 

将棋 
・図書室等を活用して、戦術（戦法）

を紹介するブックを作成する。 

 

音楽 
・屋外で歌う。 ・場所確保の観点から屋上

等の使用も考えられる。 

カードゲーム 
・必勝パターン集を考え発表し合う。  

アート 

・デジカメ使用で、コマ送りおもしろ

アートを作る。 

・E テレのピタゴラスイッ

チ「こんなことできない」

を参考にする。 

演劇 

・ショートドラマを撮影する。 

 

・編集が難しい場合、ノーカ

ット撮影（「カメラを止め

るな」のように）すること

も考えられる。 

 

 

 

 

指導のポイント 
 最新のガイドラインを参考にしながら、子ども達と一緒に活動内容を考えることが大
切です。また、第 1 回目の集まりで活動内容を考えるのではなく、事前の活動として休
み時間等を活用して、どのような活動を行えるかを考えておくこともできます。考えたこ
とは、委員会やクラブの掲示板を使うなどして情報共有ができるようにしましょう。 


